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◉
施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で（
市
長
の
ペ
ー
ジ
）

　
　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

《
施
政
方
針
の
要
旨
》

　

国
内
の
経
済
情
勢
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
早
期
脱

却
と
経
済
再
生
を
図
る
国
の
積
極
的
な
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
個
人
消
費
や
生
産
が
増
加
し
、
企
業
収
益
も

改
善
が
見
え
る
な
ど
、
我
が
国
の
景
気
は
、
穏
や
か
に

回
復
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
将
来
に
向
け
た
課
題
解
決
の
た
め

本
年
度
予
算
を
「
将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
活
力
に
つ
な

げ
る
積
極
型
予
算
」
と
し
て
編
成
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
市
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

昨
年
５
月
に
愛
知
県
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被

害
予
測
が
発
表
さ
れ
、
本
市
は
最
大
で
死
者
約
１
４
０
０

人
、
家
屋
の
全
壊
・
消
失
約
１
万
棟
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、防
災
対
策
に
特
に
力
を
入
れ
、

す
べ
て
の
保
育
園
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
の
完
了
や
、

多
く
の
自
治
体
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
一

層
防
災
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
被
害
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
が
組
織
さ
れ
４

年
目
を
迎
え
、
各
校
区
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
活
発
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
防
災
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
さ
ら
な
る
参
加
と
協
働
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

東
三
河
８
市
町
村
で
構
成
す
る
東
三
河
広
域
協
議
会

で
は
、
地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
、
市
町
村
の
枠
を
越
え
た
新
た
な
広
域
連

携
体
制
が
必
要
と
の
共
通
認
識
か
ら
「
広
域
連
合
」
の
設

立
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、

各
市
町
村
に
と
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
広
域
連
合
の
設
立
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

改
定
し
た
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し

て
「
み
ん
な
が
幸
福
を
実
現
で
き
る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
交
わ
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
幸
せ
を
測
る
た
め
の
指
標

づ
く
り
を
行
い
「
田
原
幸
せ
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幸

せ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
下
支

え
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
幸
せ
と
健
康
」
を
結
び
つ

け
る
た
め
、
本
市
は
、
昨
年
７
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
の
提
唱
す
る
健
康
都
市
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
市
民
・
団
体
・
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
い
き
い
き
と
生

活
で
き
る
健
康
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

本
市
は
昨
年
度
、
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
、
改
定
版

第
一
次
田
原
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
社

会
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
中
で
、
自
ら
の
力
で
課
題
解
決
を
図
り
、「
自
立
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
積
み
上
げ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
に
、
10
年
後
の
さ
ら
な
る

飛
躍
に
向
け
、
決
意
を
あ
ら
た
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成26年度

田原市のまちづくり

　２月27日（木）に開会した田原市議会第１回定例会の冒頭、

鈴木克幸田原市長は、平成26年度の市政運営を明らかにする

施政方針の演説を行いました。また、同定例会では、平成26年

度予算案も原案どおり可決されましたので、施政方針の要旨

と新年度予算の概要をお知らせします。
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《
予
算
の
概
要
》

歳
出　

平
成
26
年
度
の
歳
出
総
額
は
、
大
型
建
設
事
業
の
完

了
に
よ
り
前
年
度
比
４
・
５
億
円
減
の
２
８
６
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
建
築
物
耐
震
化
推
進
や
災
害
発
生

時
の
避
難
誘
導
表
示
整
備
な
ど
の
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
業

に
加
え
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
域
で
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
活
力
に

つ
な
げ
る
積
極
的
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

歳
入　

市
税
総
額
は
法
人
市
民
税
の
増
加
（
前
年
度
比
５
億

円
の
増
）
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・
１
億
円
増
の
１
３
４
億

円
で
、
３
年
ぶ
り
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
金
融
危

機
以
前
の
水
準
に
は
未
だ
届
か
ず
、
市
債
な
ら
び
に
財
政
調

整
基
金
な
ど
を
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
財

源
を
確
保
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
重
点
事
業

1
地
域
の
安
心
安
全
の
向
上

2
ふ
る
さ
と
人
材
の
育
成

3
地
域
の
活
力
創
出

4
快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く
り

▼
財
政
課
☎
27
局
８
６
０
１

会計名 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 286 億円 △　1.5％
◦特別会計 159 億 7674 万円 △　2.0％

内　

訳

国民健康保険 77 億 9939 万円 1.2％
公共下水道事業 16 億 5458 万円 1.1％
農業集落排水事業 10 億 4146 万円 △ 41.4％
田原福祉専門学校 1 億 1578 万円 △　4.8％
介護保険 46 億 5585 万円 13.9％
後期高齢者医療 7 億　966 万円 8.0％

◦水道事業会計 20 億 3916 万円 ９.6％
合計 466 億 1590 万円 △　1.3％

税目名 予算額 対前年度伸率

◦市民税 47 億 1210 万円 14.1％

内 

訳
個人市民税 35 億 5700 万円 2.5％
法人市民税 11 億 5510 万円 75.6％

◦固定資産税 75 億 5950 万円 △　3.5％

内　

訳

土地 19 億 9000 万円 △　0.5％
家屋 24 億円 0.8％
償却資産 31 億 3200 万円 △　8.2％
滞納繰越分 3000 万円 0.0％
交付金 750 万円 1.4％

◦軽自動車税 1 億 5700 万円 1.9％
◦市たばこ税 4 億 6000 万円 0.0％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦特別土地保有税 0 万円 0.0％
◦都市計画税 5 億 2500 万円 △　0.2％

合計 134 億 1370 万円 2.4％

❖会計別予算 ❖市税の内訳

市税

地方交付税県支出金

国庫支出金

繰越金

134億1370万円

32億9100万円23億円9654万円

22億1244万円

8億円

46.9%

11.5%8.4%

7.7%

繰入金
20億9759万円
7.3%

2.8% 3.7%その他 
10億2199万円

286億円
100％

歳入
合計

1.7%地方譲与税
4億8200万円諸収入

6億9872万円
2.4%

地方消費税交付金
8億600万円
2.8%

市債
13億8000万円
4.8%

教育費

民生費

総務費

土木費

商工費

公債費

その他

消防費

83億9326万円

34億5183万円

31億8863万円29億4033万円

28億2727万円

2億6843万円8億6209万円

15億8827万円

29.3%

12.0%

11.1%10.3%

9.9%

1.0%3.0%

5.6%

農林水産業費
26億2080万円
9.2%

衛生費
24億5904万円
8.6%

286億円
100％

歳出
合計

❖一般会計の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあるた
め、合計額とは一致しない場合があります。

※平成２５年度末をもって「給食センター給食費」および「中
心市街地商業等活性化事業」の特別会計を廃止し、平成２６年
度より一般会計に統合しました。

平成26 年度

田原市のまちづくり
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 平成2６年度

主な取組

みんなが幸せを実現できるまちを目指して

▪
災
害
に
備
え
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
都
市
基
盤
づ
く
り

  

昨
年
度
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
想
定
で
は
甚

大
な
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
生
命
を
守
る

た
め
の
地
震
・
津
波
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
化
推
進
支
援 

…
…
…
…
… 

７
８
０
０
万
円

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
を

見
直
し
、
木
造
無
料
耐
震
診
断
２
０
０
件
、
木
造
住
宅
改

修
補
助
40
件
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

防
災
施
設
整
備
（
道
標
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
…
１
６
０
０
万
円

災
害
発
生
時
に
来
訪
者
に
も
分
か
り
や
す
い
避
難
誘
導
表

示
を
整
備
し
ま
す
。
伊
良
湖
岬
周
辺
、
太
平
洋
沿
岸
部
へ

実
施
予
定
で
す
。

▪
誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
地
域
で
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど
が

総
合
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。

   

医
療
介
護
連
携
推
進 

…
…
…
…
…
…
… 

１
０
０
０
万
円

医
療
と
介
護
の
連
携
を
促
進
し
、
一
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

   

地
域
福
祉
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
構
築

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

６
０
０
万
円

「
地
域
の
助
け
合
い
」や

「
近
隣
の
ち
ょ
っ
と
し

た
お
手
伝
い
」
を
活
性

化
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
ま
す
。

■
■　

地
域
の
安
心
安
全
の
向
上

▪
担
い
手
の
育
成

　

故
郷
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
本
市
の
産
業
で
活
躍
す
る

人
材
、
社
会
活
動
に
取
り
組
む
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

 

野
菜
ソ
ム
リ
エ
養
成 

…
…
…
…
…
…
３
０
０
万
円

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ

ム
リ
エ
養
成
講
座

（
20
人
）
を
開
催

し
、
野
菜
ソ
ム
リ

エ
資
格
取
得
を
支

援
（
受
講
料
の
２

分
の
１
を
補
助
）

し
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
に
向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進   　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

６
０
０
万
円

６
次
産
業
化
を
目
指
し
た
基
礎
講
座
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▪
子
ど
も
の
個
性
を
み
が
く
学
び
の
環
境
づ
く
り

　

人
生
の
困
難
に
負
け
ず
に
個
性
を
発
揮
し
て
自
ら
行
動

し
、
人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
き
抜
く
「
生
き
る
力
」
を
育
み

ま
す
。

　

夢
の
教
室
開
催 

…
…
…
…
…
…
…
…
６
０
０
万
円

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
を
市
内
全
小
学
校
５
年
生
、
全

中
学
校
２
年
生
の
ク
ラ
ス
に
派
遣
し
、
生
き
方
を
考
え
る

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

国内経済が力を取り戻し、景気の先行きへの懸
念が払拭されつつある中、市税収入の増加を見
込んで、年々重要性が増している災害対策や社
会保障などに対処するべく、選択と集中により、
予算編成を行いました。
ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。

▼財政課☎27局8601 ※金額は100万円未満切り捨て

　＝新規事業　　　＝拡充事業
　＝継続事業
新 充
続項目記号

「将来を見据え、地域の活力につなげる」予算

■
■　

ふ
る
さ
と
人
材
の
育
成

充充

新 続続続

充
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▪
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

　

本
市
の
質
の
高
い
農
産
物
・
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
、「
渥
美

半
島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

　
花
き
振
興
事
業 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４
０
０
万
円

「
日
本
一
花
を
贈
る
ま
ち
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
婚
者

へ
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
、
公
共
施
設
で

の
花
の
装
飾
な
ど
を
実
施
し
、
花
き
産
業
へ
の
理
解
を
深

め
ま
す
。

▪
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

　

減
少
傾
向
に
あ
る
観
光
客
数
の
回
復
を
図
る
た
め
、
本
市
の

観
光
資
源
の
魅
力
を
引
き
出
す
よ
う
に
施
設
の
整
備
を
進
め
、

半
島
全
体
の
周
遊
性
を
高
め
ま
す
。

　

蔵
王
山
展
望
台
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
…
１
億
３
６
０
０
万
円

臨
海
部
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
を
目
的
と
し
た
来
訪
者
の
増

加
を
見
据
え
て
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

海
浜
性
ビ
オ
ト
ー
プ
建
設 

…
…
…
…
…
１
３
０
０
万
円

休
暇
村
伊
良
湖
に
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る

「
デ
ュ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
（
仮
称
）」
を
愛
知
県
と
共
同
で
整

備
し
ま
す
。

▪
事
業
者
の
起
業
ア
イ
デ
ア
実
現
な
ど
へ
の
支
援

　

中
小
企
業
者
の
創
業
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ

意
欲
を
喚
起
し
、
産
業
の
活
力
向
上
に
結
び
付
け
ま
す
。

　

中
小
企
業
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
万
円

産
・
学
・
官
に
金
融
を
加
え
た
支
援
組
織
を
創
設
し
、
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▪
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
の
創
出

　

整
備
が
完
成
し
た
三
河
田
原
駅
周
辺
は
、
今
後
そ
の
機
能

を
活
か
し
て
、中
心
市
街
地
を
活
性
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

福
江
市
街
地
に
お
い
て
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場

と
な
る
都
市
公
園
や
散
策
路
を
地
元
の
方
と
一
緒
に
考
え
整

備
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進 

…
…
…
… 

２
０
０
０
万
円

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
福
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業 

…
…
…
…
… 

９
０
０
万
円

福
江
市
街
地
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
な
る
都

市
公
園
整
備
や
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
の
散
策
路
に
向

け
て
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
４
つ
の
重
点
施
策
以
外
に
も
、
特
筆

す
べ
き
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
少
子
化
・
防
災
に
対
応
し
た
和
地
小
学
校
改
修　
　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６
７
０
０
万
円

小
規
模
校
適
正
化
と
災
害
対
応
強

化
の
た
め
和
地
・
伊
良
湖
・
堀
切

の
３
小
学
校
を
統
合
し
ま
す
。
現

在
の
和
地
小
学
校
校
舎
の
増
築
・

改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
■　

地
域
の
活
力
創
出

■
■　

快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る

　
　

市
街
地
づ
く
り

新 ■
■　

そ
の
他

新 充続続

続続

◦夢の教室を開催し、生きる力を育みます

◦蔵王山展望台のリニューアル完成図

◦わかりやすい避難誘導表示を整備します
◦アニバーサリーフラワーギフト
を実施し、花き産業をＰＲします

◦整備が完成した三河田原駅
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▪
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
特
徴

❶
配
信
エ
リ
ア
は
田
原
市
内
全
域
で
、観

光
な
ど
で
田
原
市
を
訪
れ
て
い
る
方
に
も

情
報
を
配
信
し
ま
す
。

❷
事
前
登
録
は
不
要
で
す
が
、携
帯
電
話

の
機
種
に
よ
っ
て
は
受
信
設
定
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

❸
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め
の
料
金
は
無

料
で
す
。

❹
受
信
す
る
と
専
用
着
信
音
が
流
れ
、内

容
が
携
帯
電
話
の
画
面
に
自
動
的
に
表
示

さ
れ
ま
す
。

※
対
象
機
種
や
受
信
設
定
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、各
通
信
事
業
者
の
窓
口
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

田
原
市
は
、こ
の
先
想
定
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、市
内
に
お

け
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、４
月
１
日
か
ら

携
帯
電
話
各
社（
Ｎ

エ
ヌ
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、Ｋ
ケ
イ
デ
ィ
ー
デ
ィ
ー
ア
イ

Ｄ
Ｄ
Ｉ

[

ａエ
ー
ユ
ーｕ]

、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）が
提
供
す
る
緊
急
速

報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

▪
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は

　

地
震
や
台
風
な
ど
、災
害
が
発
生
し
た

際
に
、市
内
に
滞
在
し
て
い
る
方
の
携
帯
電

話（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
）に
対
し
て
、携

帯
電
話
各
社
か
ら
配
信
さ
れ
る
緊
急
地
震

速
報
な
ど
の
ほ
か
、市
役
所
か
ら
配
信
さ
れ

る
避
難
勧
告
な
ど
、重
要
な
情
報
を
メ
ー
ル

で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

▪
メ
ー
ル
配
信
内
容

1
田
原
市
が
配
信
す
る
情
報

　

避
難
情
報
（
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
）、
そ
の
ほ
か
災
害
に
関
す
る

情
報
や
国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
な
ど

の
緊
急
か
つ
重
要
な
情
報

2
気
象
庁
が
配
信
す
る
情
報

　

緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
、
津
波

警
報

E
arly w

arning m
ail

緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

市
内
滞
在
者
へ
配
信
を
開
始

市政の話題

2

Transition of N
ew System

緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）の
配

信
開
始（
４
月
１
日
）に
伴
い
、安
心

安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
を
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
移

行
し
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
自
動
切
り
替
え
の
た
め
、

既
に
登
録
済
み
の
方
は
、設
定
を
変
更
す
る

こ
と
な
く
引
き
続
き
利
用
可
能
で
す
が
、

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
方
は
メ
ー
ル

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ

の
場
合
は
、防
災
メ
ー
ル（bousai@

city.
tahara.aichi.jp

）を
受
信
で
き
る
よ
う
に

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。う
ま
く
設
定
で
き
な

い
場
合
は
、各
通
信
事
業
者
の
窓
口
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
と
は

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に「
防
災
情
報
」

「
防
災
行
政
無
線
情
報
」「
防
犯
情
報
」を

お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
は
利
用
者
登
録

（
無
料
）が
必
要
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

安
心
・
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
を

新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
ま
し
た

▪
メ
ー
ル
配
信
内
容

◎
防
災
情
報

　

気
象
警
報
や
地
震
情
報
な
ど

◎
防
災
行
政
無
線
情
報

　

屋
外
放
送
の
内
容

◎
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
な
ど

▪
登
録
方
法

◎
登
録
ま
で
の
流
れ

　

①
空
メ
ー
ル
送
信
→
②
登
録
案
内
受

信
→
③
必
要
事
項
を
入
力
し
送
信
→

④
確
認
メ
ー
ル
受
信
（
登
録
完
了
）

～登録用～
メールアドレス

　　bousai.tahara-city@
raiden.ktaiwork.jp

※QRコードからも送信
可能です



平成26年4月1日│　 │7

市政の話題

P
rivatization

2
田
原
市
初
の
民
営
化
保
育
園

漆
田
保
育
園
が
ス
タ
ー
ト

3

　

お
贈
り
す
る
花
は
、季
節
も
の
と
な
り
、

ご
希
望
に
よ
り
花
束
、ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
ま

た
は
鉢
物
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、

ご
家
庭
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

い
つ
も
花
の
あ
る
生
活
を
通
し
て
、明
る

く
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
た
だ
く
こ
と

と
、田
原
市
への
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
って
い
ま
す
。

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

花
き
の
生
産
が
全
国
一
位
の
田
原
市
で

は
、「
日
本
一の
花
の
生
産
地
か
ら
、日

本
一
花
を
贈
る
ま
ち
へ
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

花
を
贈
る
習
慣
の
普
及
定
着
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
の一
環
と
し
て
、

４
月
１
日
か
ら『
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ

ー
ギ
フ
ト
』を
始
め
ま
し
た
。

　

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
は
、本

市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、か
つ
市
内
に
居
住

す
る
新
婚
の
ご
夫
婦
を
対
象
に
花
を
お
贈

り
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
、花
の
ま
ち
田

原
市
な
ら
で
は
の「
お
も
て
な
し
」で
す
。

　

こ
れ
は
、新
生
活
の
門
出
を
迎
え
る
お
二

人
へ
の
お
祝
い
の
気
持
ち
と
、そ
し
て
こ
れ
か

ら
家
族
と
な
る
お
二
人
の
生
活
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
に

お
い
て
花
を

贈
る
行
為

が
ご
く
自

然
に
行
わ

れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

い
ま
す
。 24

Gift for Couple of newlywed

花
の
ま
ち
か
ら
の
『
お
も
て
な
し
』

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト

　

保
育
園
は
民
営
化
し
て
も
、保
育
料
徴

収
基
準
は
公
立
同
様
で
、入
所
申
込
み
、入

所
決
定
、保
育
料
徴
収
も
市
が
行
い
ま
す
。

　

民
営
化
後
の
漆

田
保
育
園
で
は
、

保
護
者
と
の
協
議

を
経
て
、保
育
開

始
年
齢
が
生
後
10

か
月
か
ら
概
ね
６

か
月
に
引
き
下
げ

ら
れ
、土
曜
日
保

育
も
午
後
０
時
30

分
か
ら
午
後
３
時

ま
で
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、３
歳
以
上
の
給
食
費
や
長
時
間

保
育
の
利
用
料
徴
収
も
、保
育
園
へ
の
直

接
納
付
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、漆
田
保
育
園
保
護
者
、法
人
、

市
の
３
者
協
議
と
、保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、市
で
は
民
営
化
後
の

状
況
を
把
握
し
、さ
ら
に
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23
局
３
５
１
３

４
月
１
日
、田
原
市
で
初
め
て
の
公
立
保

育
園
の
民
営
化
と
な
っ
た
漆
田
保
育

園
で
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、公
立
保
育
園
の
設
置
と
運
営

を
、社
会
福
祉
法
人
豊
橋
み
な
み
福
祉
会

に
移
管
し
た
も
の
で
す
。

　

田
原
市
で
は
、３
月
末
で
田
原
市
立
漆

田
保
育
園
を
廃
止
し
、土
地
、建
物
を
法
人

に
５
年
間
無
償
貸
与
し
、保
育
所
設
置
認

可
は
私
立
保
育
所
と
し
て
法
人
が
行
い
ま

し
た
。

▲民営化となった漆田保育園

▪
お
届
け
ま
で
の
流
れ

①
婚
姻
届
の
提
出

　

希
望
す
る
花
（
花
束
、
ア
レ
ン
ジ
フ

ラ
ワ
ー
、
鉢
物
）
を
１
点
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
す

②
ご
自
宅
へ
お
届
け

　

希
望
さ
れ
た
花
は
、
７
～
10
日
間
程

度
で
配
送
し
ま
す
。

▲いずれか１点をお届け
　（写真はイメージです）
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市政の話題

B
e A

w
arded

愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
た
は
ら
」
４
年
連
続
入
賞

　　渥美半島フォトコンテスト

　田原市では、「日本一の花の生産地から、日本一花を贈
るまちに！」をスローガンに掲げています。
　そこで、本市の花を愛するまちの魅力や、四季折々に表
情をみせる自然の魅力を感じさせるものを題材とした
写真を募集します。
◉テーマ　『渥美半島の自然』
※「花」「海」「大陽」「月」を取り入れた作品
◉作品　四つ切りまたはＡ４（単写真）
※ワイド版、日付入り、縁付き不可
◉応募方法
　渥美半島観光ビューロー事務局にある応募票を作品
の裏面に添付のうえ提出（郵送の場合は当日消印有効）
※応募票は渥美半島観光ビューローホームページから
もダウンロードできます。
◉締め切り　平成27年１月31日土
◉賞
　田原市長賞、渥美半島観光ビューロー会長賞ほか（入
賞者には賞状と副賞）

▼渥美半島観光ビューロー
〒４４１－３４９２（住所不要）
☎２３局３５１６ ２２局２０２６

http://www.taharakankou.gr.jp/

平成26年

～ 作品募集 ～

史
と
伝
統
に
対
す
る
誇
り
を
読
者
に
伝
え

ら
れ
た
特
集
」と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

平
成
25
年
度
愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、『
広
報
た
は
ら（
９
月
１
日

号
）』が
市
の
部
で「
入
選
」し
ま
し
た
。広

報
た
は
ら
は
、平
成
22
年
度
の「
奨
励
賞
」、

平
成
23
・
24
年
度
の「
入
選
」に
引
き
続
き

４
年
連
続
の
入
賞
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
講
評
で
は
、「
企
画
展
に
合
わ
せ
た

タ
イ
ム
リ
ー
な
特
集
で
、渥
美
窯
の
魅
力

が
市
民
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
」「
地
域
の
歴

▲まぼろしの窯「渥美窯」を
紹介した特集記事を掲載

5
D

ivision
 C

h
an

ges

機
構
改
革
に
伴
う

組
織
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

関
す
る
こ
と
。エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
の

推
進
お
よ
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

▪
教
育
部

◉
教
育
企
画
室（
新
設
）☎
27
局
８
６
０
４

【
主
な
事
務
】教
育
委
員
会
の
会
議
お
よ
び

教
育
委
員
会
委
員
に
関
す
る
こ
と
。学
校

再
編
に
関
す
る
こ
と
。教
育
振
興
基
本
計

画
に
関
す
る
こ
と
。

◉
給
食
セ
ン
タ
ー（
教
育
総
務
課
へ
統
合
）

◉
文
化
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
課
と
文

化
財
課
を
統
合
）☎
23
局
３
５
３
１

【
主
な
事
務
】市
民
館
に
関
す
る
こ
と
。青

少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
。芸
術
お

よ
び
文
化
に
関
す
る
こ
と
。児
童
ク
ラ
ブ
・

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
関
す
る
こ
と
。生

涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。文
化
財

お
よ
び
博
物
館
に
関
す
る
こ
と
。吉
胡
貝

塚
史
跡
公
園
に
関
す
る
こ
と
。

◉
ス
ポ
ー
ツ
課（
新
設
）☎
23
局
３
６
３
５

【
主
な
事
務
】ス
ポ
ー
ツ
振
興
全
般
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

▼
人
事
課
☎
23
局
７
４
０
４

機
構
改
革
に
伴
い
、本
市
の
組
織

が
４
月
１
日
か
ら
次
の
と

お
り
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▪
政
策
推
進
部

◉
経
営
企
画
課（
新
設
）☎
27
局
８
６
０
３

【
主
な
事
務
】特
命
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

公
共
交
通
施
策
の
総
合
調
整
お
よ
び
公
共

施
設
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

◉
市
民
協
働
課（
市
民
環
境
部
か
ら
移
管
）

☎
23
局
３
５
０
４

【
主
な
事
務
】地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
市
民

公
益
活
動
な
ど
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す

る
こ
と
。男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
。

交
通
安
全
・
防
犯
に
関
す
る
こ
と
。

▪
市
民
環
境
部

◉
環
境
政
策
課（
環
境
衛
生
課
と
エ
コ
エ

ネ
推
進
課
を
統
合
）

☎
23
局
３
５
４
１
☎
23
局
７
４
０
１

【
主
な
事
務
】環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

自
然
保
護
お
よ
び
鳥
獣
に
関
す
る
こ
と
。

斎
場
、ペ
ッ
ト
火
葬
場
お
よ
び
墓
地
に
関

す
る
こ
と
。狂
犬
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

専
用
水
道
お
よ
び
簡
易
専
用
水
道
な
ど
に
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市政の話題

P
ersonnel C

hanges

平
成
26
年
４
月
１
日
付

市
職
員
の
人
事
異
動

7

平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
の
、
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ
び
退
職

者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、（　

）
内
は
前
職
名
で
す
。
▼
人
事
課
☎
23
局
７
４
０
４

■
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

【
部
長
級
】
▽
政
策
推
進
部
長
・
中
村
匡
（
政

策
推
進
部
次
長
兼
政
策
推
進
課
長
）
▽
議
会

事
務
局
長
・
渡
邊
澄
子（
市
民
環
境
部
次
長
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会（
派
遣
）・
立
花
伸
夫（
会

計
管
理
者
）

【
次
長
級
】
▽
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
・

鈴
木
正
直
（
財
政
課
長
）
▽
市
民
環
境
部
次

長
兼
環
境
政
策
課
長
・
菰
田
好
祐
（
健
康
福

祉
部
次
長
兼
健
康
課
長
）
▽
健
康
福
祉
部
次

長
・
岡
田
安
弘
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

長
）
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
・
苅
部
明

弘
（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
）
▽
教
育
部

次
長
兼
図
書
館
長
・
豊
田
高
広（
図
書
館
長
）

【
課
長
級
】▽
政
策
推
進
課
長
・
冨
田
昌
義（
企

業
立
地
推
進
室
長
）
▽
経
営
企
画
課
長
・
鈴

木
嘉
弘
（
市
民
協
働
課
長
）
▽
経
営
企
画
課

主
幹
・
稲
垣
守
泰
（
財
政
課
副
主
幹
）
▽
企

業
立
地
推
進
室
長
・
大
羽
浩
和
（
防
災
対
策

課
課
長
補
佐
）
▽
市
民
協
働
課
長
・
鈴
木
通

之
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽
広
報
秘
書
課

長
・
杉
浦
政
広
（
税
務
課
長
）
▽
総
務
課
主

幹
・
鈴
木
洋
充
（
総
務
課
副
主
幹
）
▽
財
政

課
長
・
鈴
木
亨
（
財
政
課
主
幹
）
▽
財
政
課

主
幹
・
大
谷
勲
（
財
政
課
副
主
幹
）
▽
税
務

課
長
・
富
田
成
（
税
務
課
主
幹
）
▽
税
務
課

主
幹
・
鈴
木
好
美
（
市
民
生
活
課
副
主
幹
）

▽
税
務
課
主
幹
・
永
井
守
彦
（
税
務
課
副
主

幹
）
▽
保
険
年
金
課
長
・
髙
橋
知
子
（
エ
コ

エ
ネ
推
進
課
長
）
▽
環
境
政
策
課
主
幹
・
杉

浦
清
明
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
課
副
主
幹
）
▽
赤

羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
・
太
田
俊
成
（
営

農
支
援
課
長
）
▽
健
康
課
長
・
本
多
剛
晴
（
生

涯
学
習
課
主
幹
）
▽
農
政
課
長
・
石
川
恵
史

（
農
政
課
主
幹
）
▽
農
政
課
主
幹
・
伊
與
田

広
美
（
街
づ
く
り
推
進
課
副
主
幹
）
▽
農
政

課
主
幹
・
千
賀
達
郎
（
農
政
課
副
主
幹
）

▽
営
農
支
援
課
長
・
寺
田
昭
一
（
土
木
課
主

幹
）
▽
商
工
観
光
課
主
幹
・
河
邉
俊
和
（
商

工
観
光
課
副
主
幹
）
▽
土
木
課
主
幹
・
塩
谷

泰
彦
（
農
政
課
主
幹
）
▽
土
木
課
主
幹
・
田

中
靖
啓
（
土
木
課
副
主
幹
）
▽
維
持
管
理
課

長
・
大
羽
清
一
（
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▽
街
づ
く
り
推
進
課
長
・
柴
田
高
宏
（
街

づ
く
り
推
進
課
副
主
幹
）
▽
水
道
課
主
幹
・

川
口
容
央
（
水
道
課
副
主
幹
）
▽
教
育
企
画

室
長
・
三
竹
雅
雄
（
下
水
道
課
副
主
幹
）

▽
文
化
生
涯
学
習
課
長
・
鈴
木
淳
一
（
保
険

年
金
課
長
）
▽
文
化
生
涯
学
習
課
主
幹
・
鈴

木
利
昌
（
文
化
財
課
主
幹
）
▽
文
化
生
涯
学

習
課
主
幹
・
増
山
禎
之（
文
化
財
課
副
主
幹
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長
・
大
羽
耕
一（
農
政
課
長
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
・
河
口
浩
（
土
木
課
副

主
幹
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
・
鈴
木
隆
広
（
生

涯
学
習
課
副
主
幹
）
▽
消
防
署
指
揮
隊
長
・

岡
本
長
佳
（
消
防
署
長
補
佐
）
▽
赤
羽
根
分

署
長
・
河
合
哲
郎
（
消
防
署
指
揮
隊
長
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
・
水
鳥
敏
子
（
広
報

秘
書
課
長
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
菰

田
尚
史
（
環
境
衛
生
課
長
）
▽
社
会
福
祉
協

議
会
（
派
遣
）
小
久
保
智
宏
（
子
育
て
支
援

課
副
主
幹
）

■
新
規
採
用
職
員

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
河
合
道
博
▽
学

校
教
育
課
指
導
主
事
・
山
本
哲
男
▽
市
民
協

働
課
・
仲
井
萌
▽
税
務
課
・
彦
田
佳
祐
▽
環

境
政
策
課
・
武
吉
里
奈
▽
農
政
課
・
稻
井
謙

策
▽
商
工
観
光
課
・
森
下
翔
太
▽
街
づ
く
り

推
進
課
・
藤
城
一
磨
▽
街
づ
く
り
推
進
課
・

三
ツ
矢
慎
平
▽
下
水
道
課
・
浅
野
友
彦
▽
下

水
道
課
・
山
田
大
輔
▽
文
化
生
涯
学
習
課
・

小
山
沙
織
▽
文
化
生
涯
学
習
課
・
清
水
俊
輝

▽
加
治
保
育
園
・
酒
井
美
砂
▽
赤
羽
根
保
育

園
・
光
島
由
希
子
▽
福
江
保
育
園
・
白
井
千

尋
▽
中
山
保
育
園
・
鳥
居
春
菜
▽
小
中
山
保

育
園
・
鵜
飼
梨
加

▽
消
防
署
警
防
第
１
係
・
水
谷
剛
人
▽
消
防
署

警
防
第
２
係
・
山
本
智
美
▽
消
防
署
警
防
第
３

係
・
平
野
将
徳
▽
渥
美
分
署
警
防
第
１
係
・
鈴

木
惇
平
▽
渥
美
分
署
警
防
第
２
係
・
田
中
大
士

▽
渥
美
分
署
警
防
第
３
係
・
岩
塚
悠
矢

■
退
職
者

▽
政
策
推
進
部
長
・
横
田
直
之
▽
議
会
事
務

局
長
・
三
浦
教
宏
▽
土
木
課
主
幹
・
中
泉
章

示
▽
維
持
管
理
課
長
・
河
合
豊
記
▽
街
づ
く

り
推
進
課
長
・
一
ツ
田
正
和
▽
街
づ
く
り
推

進
課
主
幹
・
中
泉
芳
晴
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
・
原
猛
▽
生
涯
学
習
課
長
・
渡
會
照
一

▽
文
化
財
課
長
・
河
邉
勝
郎
▽
農
業
委
員
会

事
務
局
長
・
石
部
初
夫
▽
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課
長
・
伊
藤
早
百
合
▽
市
民
課
副
主

幹
・
牧
野
正
孝
▽
保
険
年
金
課
主
査
・
鈴
木

美
代
子
▽
清
掃
管
理
課
・
伊
藤
志
壽
男
▽
土

木
課
・
田
村
一
将
▽
水
道
課
・
小
久
保
つ
た

子
▽
学
校
教
育
課
副
主
幹
・
杉
田
哲
利
▽
学

校
教
育
課
指
導
主
事
・
杉
本
説
子
▽
給
食
セ

ン
タ
ー
・
下
田
理
起
子
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
・

中
川
邦
子
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
・
山
田
啓
子

▽
六
連
保
育
園
・
花
井
絵
美
▽
東
部
保
育
園

長
・
鋤
柄
俊
代
▽
北
部
保
育
園
長
・
寺
田
み
さ

子
▽
泉
保
育
園
長
・
太
田
文
子
▽
東
部
保
育

園
・
小
川
睦
子
▽
北
部
保
育
園
・
杉
浦
美
保

子
▽
漆
田
保
育
園
・
河
合
め
ぐ
み
▽
中
山
保
育

園
・
小
川
麻
依
▽
第
一
保
育
園
・
細
井
文
代

▽
野
田
保
育
園
・
齋
藤
冷
子
▽
泉
保
育
園
・

太
田
良
江
▽
清
田
保
育
園
・
小
川
す
み
え

▽
赤
羽
根
分
署
長
・
河
邉
泰
三

■
派
遣
者

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
伊
藤
悦
子
（
愛

知
県
教
育
委
員
会
）



台
帳
が
法
制
化
さ
れ
た
。

◉
意
見

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
て
、
借
り
手
を
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
が
、
農
地
の
基
盤

整
備
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
、
貸
し
付
け

る
こ
と
が
必
要
だ
。

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
と
農
業
委
員
会
の

事
務
分
担
な
ど
、
課
題
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
橋
市
・
豊
川
市
農
業
委
員
会
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た

１
月
22
日
水
・
田
原
市
役
所

  

意
見
交
換
会
に
は
、
田
原
市
農
業
委
員

会
委
員
23
名
、
豊
橋
市
農
業
委
員
会
委
員

21
名
、
豊
川
市
農
業
委
員
会
委
員
４
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▪
農
業
委
員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い

　

て
（
愛
知
県
農
業
会
議
農
政
課
長
）

①
農
業
委
員
会
委
員
統
一
選
挙
に
向
け
た

　

女
性
の
登
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
愛
知
県
内
で
は
93
名
の
女
性
農

業
委
員
が
活
躍
し
て
い
る
。
今
年
は
統
一

選
挙
の
年
な
の
で
、
女
性
の
委
員
を
増
や

す
よ
う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
欲
し

い
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る

　

法
律
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て

　

各
都
道
府
県
に
一
つ
ず
つ
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
を
設
立
し
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
、
あ
る
い
は
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
を
行
っ
て
い
く
。

③
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
と
農
地
台
帳
な

　

ど
の
法
制
化
に
つ
い
て

　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
遊
休
農

地
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
て
今
後
の
利
用

に
関
す
る
意
向
確
認
を
行
う
こ
と
や
、
農
地

37
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▪
農
業
用
燃
料
資
材
の
高
騰
対
策
に
つ
い

　

て
（
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

　

農
林
水
産
省
の
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
の
具
体
的
な
支
援
内
容
や
、
取
組
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ち
早
く
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

し
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
田
原
市
農
業
委

員
か
ら
、
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
意
見

◦
当
初
は
今
の
よ
う
な
補
助
制
度
は
な
か

　

っ
た
。
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、
国
の

　

補
助
制
度
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が

　

多
い
。

▪
農
業
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
に

　

つ
い
て （
豊
橋
市
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

　

農
地
法
関
係
の
研
修
会
や
視
察
な
ど
の

活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
意
見

◦
田
原
市
の
農
業
委
員
は
、
農
地
関
係
の

審
査
事
務
が
多
く
、
な
か
な
か
研
修
な

ど
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

◦
農
業
振
興
を
図
る
上
で
、
東
三
河
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
意
見
交
換
会

は
、
重
要
な
研
修
の

一
つ
だ
。

◦
会
議
と
は
別
の
形
で
、

意
見
交
換
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
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賃
借
料
を
決
め
る
目
安
に

農
地
の
賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
、
田

原
市
内
で
締
結
さ
れ
た
賃
借
料
水
準
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
市
全
体
の
平
均
と
、

各
地
域
の
実
勢
に
合
っ
た
金
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
こ
の
賃
借
料
は
あ
く

ま
で
参
考
額
の
た
め
、

実
際
の
賃
借
料
を
決

め
る
際
は
、
当
事
者

間
の
話
し
合
い
で
決

定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
！

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催

２
月
13
日
木
・
田
原
市
役
所

　

平
成
25
年
度
は
新
た
に
13
世
帯
が
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、「
経
営
方
針
」「
営
農
計

画
」「
役
割
分
担
」「
収
益
の
配
分
」「
働

き
や
す
い
就
業
条
件
」「
将
来
の
経
営
移

譲
」な
ど
を
家
族
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、

取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
、「
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
よ
り
良
い
経
営 

」
と

題
し
て
、
愛
知
淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師

外と
の
む
ら村
妃ひ

さ

え
彩
枝
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
、
参
加

者
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
の
年
で
す

農
業
者
の
声
を
届
け
ま
し
ょ
う

　　

７
月
に
は
、
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

20
名
が
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。
農
業
者
の

た
め
に
行
動
す
る
委
員
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
現
在
の
委
員
の
任
期
は
、
７
月

27
日
ま
で
で
す
。

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q 
転
用
許
可
の
条
件
に
違
反
し
て
、
目
的

ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。  

A 
農
地
転
用
許
可
を
受
け
た
土
地
が
、
目
的

ど
お
り
に
使
わ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
土
地
の
有
効
利
用
の
観
点

か
ら
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
転
用
許
可
に
は
、
完
了
す

べ
き
期
間
な
ど
に
関
し
て
、
条
件
を
付

け
て
い
ま
す
。
許
可
を
受
け
た
者
が
、

こ
の
許
可
条
件
に
違
反
し
て
い
る
と
き

は
、
事
情
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
相

当
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業

に
着
手
せ
ず
、
今
後
も
確
実
に
行
う
と

認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
農
地
法
第
51

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
の
取
消
し

ま
た
は
許
可
条
件
の
変
更
を
命
令
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 7600 円 1 万 5400 円 1 万 2100 円

赤羽根地域 1 万円 2 万 2200 円 1 万 4100 円

渥美地域 1 万円 1 万 2100 円 1 万 1000 円

田原市平均 1 万 2400 円

◦田（水稲）の部   　（10a 当たり）

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 2 万円 2 万 4700 円 2 万 2900 円

赤羽根地域 1 万 4600 円 4 万円 2 万 6200 円

渥美地域 2 万円 5 万 8100 円 4 万 6000 円

田原市平均 3 万 1700 円

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 6100 円 2 万 5000 円 1 万 7300 円

赤羽根地域 1 万 1300 円 2 万 1100 円 1 万 7000 円

渥美地域 9000 円 4 万　400 円 2 万 3500 円

田原市平均 1 万 9300 円

◦畑（ハウス敷地）の部   　（10a 当たり） ◦畑（普通畑）の部   　（10a 当たり）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

1

2
月

月

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

　

田
原
市
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会
が
渥
美
運
動

公
園
屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
25

チ
ー
ム
約
３
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。布
製
の

デ
ィ
ス
ク
を
使
用
し
、年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

楽
し
く
競
い
合
え
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
。子
ど
も
も

大
人
も
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

連
携
プ
レ
ー
で

楽
し
く
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

２
月
９
日［
日
］

▲放たれるディスクの軌道を見極めるのが勝負の分かれ目

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、中
央
公
園
で
田

原
市
民
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、市
民
約
２
７
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。緑
豊
か
な
環
境
を
自
ら
の
手
で

守
り
、触
れ
、育
て
る
こ
と
に
よ
り
、快
適
な
緑
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、参
加
者
は
心
を
込

め
て
植
樹
を
し
て
い
ま
し
た
。

緑
豊
か
な
ま
ち
を

未
来
へ
残
そ
う
！

2
月
23
日［
日
］

▲鈴木市長（中央）と並んで記念植樹を行う参加者

❖
全
国
の
舞
台
で
見
事
、
優
勝
！

▪
小
学
生
卓
球
全
国
大
会（
後
藤
杯
選
手
権
大
会
）

（
愛
知
県
岡
崎
市
［
１
／
25
・
26
］）

　

ホ
ー
プ
ス
男
子
の
部
で
見
事
、
優
勝
を
果
た
し

た
山
本
駿し
ゅ
ん
す
け
介
く
ん（
福
江
小
６
年
）が
教
育
長
に
喜

び
を
報
告
し
ま
し
た
。

▶
「
全
国
レ
ベル
の
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
は
初
め
て
な
の

で
う
れ
し
い
。
進
学
で
地
元
を
離
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
。
６
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル

を
目
指
し
ま
す
」
と
、
喜
び
と
抱
負
を
語
っ
た
山
本
く
ん

平成26年4月1日 │　 │12



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

1

2
月

月

▲拍子木やまといを手に、元気にパレードする園児たち【写真は漆田保育園】

　

全
国
春
の
火
災
予
防
運
動（
３
／
１
～
７
）の
一

環
と
し
て
、第
一
・
東
部
・
漆
田
・
高
松
・
赤
羽
根
保

育
園
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。参
加
し

た
園
児
３
８
４
名（
５
園
計
）は
、音
楽
に
合
わ
せ

て
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、地
域
の
方
に「
火
の
用

心
」を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。パ
レ
ー
ド
終
了
後

は
、「
放
水
体
験
」「
は
し
ご
車
・
消
防
車
試
乗
」な
ど

の
消
防
体
験
を
行
い
、ち
び
っ
こ
消
防
士
に
な
っ

た
園
児
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
用
心

火
の
用
心
！

２
月
25
日［
火
］

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
平
成
25
年
度
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、卒
業
証
書
を

受
け
取
っ
た
の
は
39
名
。お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や

親
、仲
間
や
後
輩
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
や
、こ
れ

か
ら
の
目
標
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。４
月
か
ら
介

護
福
祉
士
と
し
て
、社
会
に
羽
ば
た
く
卒
業
生
た
ち

の
表
情
は
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
、地
域
福
祉
へ
の
貢

献
を
誓
い
、２
年
間
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
舎
か

ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

感
謝
と
希
望
を
胸
に

新
た
な
第
一
歩

3
月
14
日［
金
］

▲仲間たちとの思い出や親への感謝の気持ちを笑顔で話す卒業生
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は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年

月
日
・
希
望

コ
ー
ス
を
明

記
）　

▼
そ

の
他
＝
受
講

中
・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同

時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休

募
集

W
A
N
TED

i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
定
員

／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト

代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン

タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館

２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

館
日
＝
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

文
化
ホ
ー
ル
を
使
っ
て

企
画
し
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
、
市
内
の
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
３
名
以

上
の
団
体
が
実
施
す
る
一
般
市
民
を
対
象

と
し
た
文
化
ホ
ー
ル
事
業
（
入
場
料
５
０
０

円
以
上
を
徴
収
す
る
事
業
で
、
２
０
０
名

以
上
の
入
場
者
を
見
込
め
る
も
の
）
／
団

体
の
発
表
会
に
類
す
る
事
業
や
営
利
目
的

の
事
業
は
除
く　

▼
支
援
内
容
＝
文
化
会

館
施
設
使
用
料
お
よ
び
付
属
設
備
・
舞
台

管
理
委
託
料
の
免
除
お
よ
び
事
業
費
の
補

助
、
各
文
化
会
館
で
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広

報
活
動
の
援
助
な
ど　

▼
支
援
額
＝
事
業

費
の
２
分
の
１
（
上
限
25
万
円
）

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/section/

kyoiku/

生
活

LIFE

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

　

こ
れ
ま
で

「
母
子
家
庭
の

就
業
相
談
」
を

田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

生
活
や
子
育
て
、
就
業
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
市
役
所
子
育
て
支
援
課　

▼
時

間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
予
約

優
先
）　

▼
そ
の
他
＝
予
約
者
に
限
り
、

田
原
・
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
も
相
談
可

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５
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■iPad・パソコン教室
コース 期日 時間 定員

（先着順） 受講料

はじめてのiPad体験講座
5／16金 9:30～11:30 5名

無料

5／25日 9:30～11:30 5名

アプリを使ったiPad活用講座
5／16金 13:30～15:30 5名

5／25日 13:30～15:30 5名

はじめての方のパソコン入門 5／21水・23金
28水・30金

9:30～11:30 10名

はじめてのエクセル2010 13:30～15:30 10名 1,000円

※パソコンの環境　OS：Windows Vista　使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2010、Excel2010
iPadは市側で用意します。
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▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　

４
月
は
じ
め
に
通
知
（
は
が
き
）
が
届

き
ま
す
。
愛
犬
手
帳
と
と
も
に
注
射
会
場

へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　

新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ

た
方
は
、
注
射
会
場
で
登
録
と
注
射
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
表
の
日
程
に
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
一
度
の
狂
犬

病
予
防
注
射｣

は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方

は
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
必
ず
動

物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

が
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
要
綱
や
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◦
注
意
事
項

　

❶
～
❹
、❻
、❽
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
に
、工
事
お
よ
び
工
事
代

金
の
支
払
い
な
ど
の
完
了
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）

　

犬
の
集
合
注
射
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
都
合
の
良
い

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
新
規
登
録
と
注
射
は
６
４
０
０

円
、
注
射
の
み
の
場
合
は
３
４
０
０
円

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

環
境
保
全
事
業
に
取
り
組
む
市
民
や
事

業
者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
左
表
に
示
す

内
容
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
（
申
請
・
契

約
前
）
に
制
度
の
詳
し
い
内
容
を
各
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
関

係
書
類
は
、
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方

開催日 時間 場所

4／7月
13：30～14：10 衣笠市民館
14：40～15：30 野田市民館

4／8火
13：00～13：30 六連市民館
14：00～14：40 神戸市民館
15：10～15：50 田原文化会館はなのき広場

4／9水
13：30～14：30 童浦市民館
15：00～15：40 田原東部市民館

4／10木
13：00～13：30 田原南部市民館
14：00～14：40 高松市民館
15：10～15：40 大草市民館

4／11金
13：10～14：10 若戸市民館
14：40～15：40 赤羽根市民館

4／14月
13：30～14：10 村松農業担い手センター
14：40～15：20 泉市民館

4／15火
13：30～14：30 福江市民館
15：00～15：40 清田市民館

4／16水
13：30～14：10 西山公民館
14：40～15：40 小中山総合事務所

4／17木
13：30～14：30 中山市民館
15：00～15：40 伊良湖市民館

4／18金
13：30～14：20 和地市民館
14：50～15：40 堀切市民館

■犬の登録と予防注射日程表

※都合の良い会場で受けてください。

補助金名 補助額 申請時期 担当課

❶ 排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が
負担　※借入上限額 100 万円

工事着手前 ▼下水道課
☎23局3525

❷ 浄化槽雨水貯留施設
転用補助金 改造工事費× 1/2　※上限額 10 万円

❸ 浄化槽設置整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2　※上限額は下記のとおり
　・５ 人槽
　・７ 人槽
　・10 人槽以上

33 万 2000 円
41 万 4000 円
54 万 8000 円

❹ 公害防除施設等
整備事業補助金 施設設置費× 30/100　※上限額 500 万円 工事着手前

▼環境政策課
☎23局3541

❺ 有害鳥獣対策費
補助金 電気柵等の購入額× 1/2　※上限額 10 万円 設備購入前

❻
太陽光発電システム
設置補助金

（住宅用・事業所用）
５万円 /kW　※上限額 20 万円 工事着手前

▼環境政策課
☎23局7401❼ 電気自動車等購入

補助金（個人・事業者）
車両本体価格×５％　※上限額 10 万円
対象：電気自動車、プラグインハイブリッド自動車

新車登録・支払い
完了後30日以内

❽ 電気自動車等普通充電
設備設置補助金（事業者）

設置費× 1/2　※上限額 15 万円 工事着手前

❾ 生ごみ処理容器等
設置事業補助金

購入額× 1/2　※上限額は下記のとおり
Ａ 生ごみ処理容器 3000 円／基
　 1 世帯 2 基まで
Ｂ 電気生ごみ処理機 1 万円／台
    1 世帯 1 台まで

（この補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、
Ｂは７年以上経過したもので、故障などで使用
不可になった場合は、再度申請可）

商品購入・
支払い完了後

20日以内
▼清掃管理課

☎23局3538

■平成26年度環境保全補助金制度



農
業
・
漁
業
の
現
場
な
ど
に
地
域
農
業
者
・

漁
業
者
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
ア
イ
デ

ア
な
ど
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
事
業　

▼
補
助
額
＝
提
案
事
業
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
額
１
０
０
万
円
）

▼
募
集
期
間
＝
６
月
30
日
（
月
）
ま
で　

▼
採
択
決
定
＝
７
月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

愛
知
県
広
域
で
子
ど
も
の
定
期

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
、
田
原
市
外
で
定
期
予

防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
愛
知
県
内

医
療
機
関
の
う
ち
、
広
域
予
防
接
種
協
力

医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
の
予
防
接
種
＝
子
ど
も
の
定
期
予
防

接
種　

▼
対
象
＝
①
田
原
市
外
に
か
か
り
つ

け
医
が
い
る
お
子
さ
ん
②
長
期
に
入
院
治
療

を
要
し
、
田
原
市
内
で
予
防
接
種
が
困
難
な

お
子
さ
ん
③
里
帰
り
出
産
な
ど
の
理
由
で
田

原
市
外
で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

※
手
続
き
方
法
や
予
防
接
種
の
で
き
る
医

療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成

抗
体
検
査
結
果
の
陰
性
が
要
件
に

　

平
成
25
年
に
開
始
し
た
大
人
の
風
し

ん
予
防
接
種
に
対
す
る
費
用
助
成
は
、

４
月
１
日
か
ら
、
抗
体
検
査
結
果
が
陰

性
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
要
件
と
な
り

ま
し
た
。

▪
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
妊

娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性
、
お

よ
び
そ
の
夫
（
妊
婦
の
夫
も
含
む
）
／
た

だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
が
陰
性
で
あ
る

方
の
み　

▼
助
成
期
間
＝
平
成
27
年
３
月

31
日
（
火
）
ま
で　

▼
接
種
場
所
＝
市
内

指
定
医
療
機
関　

▼
申
請
方
法
＝
抗
体
検

査
結
果
の
陰
性
が
確
認
で
き
る
結
果
表
な

ど
を
健
康
課
に
提
出　
▼
助
成
金
額
＝【
風

し
ん
ワ
ク
チ
ン
】
３
０
０
０
円
【
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
】
５
０
０
０
円

▪
風
し
ん
抗
体
検
査

　

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
の
女
性
（
経

産
婦
お
よ
び
妊
婦
を
除
く
）
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
歴
と
既
往
歴
、
抗
体
検
査
歴
の
な
い
方
は

愛
知
県
の
助
成
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

６
次
産
業
化
等
促
進
支
援
事
業
費

補
助
金

　

田
原
市
産
農
畜
水
産
資
源
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
な
ど
、６
次
産
業
化
、農
商
工

連
携
に
よ
る
事
業
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
な
ど
が
あ
る
農
林

漁
業
者（
団
体
等
含
む
）お
よ
び
中
小
企
業

者（
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

方
を
優
先
）　

▼
対
象
事
業
＝
①
新
商
品

開
発
事
業
②
販
路
開
拓
事
業　

▼
補
助
額

＝
事
業
経
費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
額
＝

【
新
商
品
開
発
事
業
】50
万
円
【
販
路
開
拓

事
業
】20
万
円
）　
▼
募
集
期
間
＝
５
月
30
日

（
金
）ま
で　
▼
採
択
決
定
＝
６
月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

農
水
産
業
ア
イ
デ
ア
支
援

補
助
金

　

農
水
産
業
分
野
で
の
斬
新
な
技
術
導
入

お
よ
び
ア
イ
デ
ア
支
援
を
目
的
と
し
て
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
市
民
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
、や
る
気
の
あ
る
農
業
者
・

漁
業
者
の
方
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
る
農
業

者
・
漁
業
者
な
ど
（
営
農
組
織
、
営
農
団

体
、
農
業
生
産
法
人
含
む
）
の
３
名
以
上

で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ　

▼
対
象
事
業
＝

平成26年4月1日 │　 │16

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
広
報
た
は
ら
」の
紙
面
づ
く

り
や
Ｃケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
出
演
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報

発
信
な
ど
、市
の
広
報
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格
◉
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
や
公
職
に
あ
る
方
、高
校
生
を
除
く
。

活
動
内
容
◉
次
の
中
か
ら
希
望
す
る
も
の

❶
市
民
記
者（
取
材
・
記
事
作
成
）

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ブ
ロ
グ
、T ツ

イ

ッ

タ

ー

w
itte

r

な

ど
）を
活
用
し
た
情
報
発
信

❸
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

❹
イ
ベ
ン
ト
・
風
景
な
ど
の
撮
影

　

※
そ
の
ほ
か
の
活
動
も
可
能
で
す
。

募
集
人
員
◉
７
名
以
内

募
集
期
間
◉
５
月
１
日
㊍
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法
◉
応
募
用
紙
に「
氏
名
」「
性
別
」「
生

年
月
日
」「
住
所
」「
連
絡
先
」「
職
業
」「
応
募
動

機
・
抱
負（
１
０
０
文
字
以
内
）」「
参
加
し
た

い
広
報
活
動
」を
記
入
の
う
え
、直
接
持
参
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
応
募
用
紙
は
広
報
秘
書
課
で
配
布
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で
も
可
）

選
考
方
法
◉
意
欲
な
ど
を
考
慮
し
て
、市
の
選
考

に
よ
り
決
定

発
表
◉
応
募
者
に
通
知
の
ほ
か
、広
報
に
も
掲
載

活
動
期
間
◉
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

謝
礼
◉
年
１
万
円

▼
広
報
秘
書
課

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

☎
22
局
０
１
３
８　
　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

http

：//w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

市民
参加



護
１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
（
た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
場

合
は
、
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

①
医
師
の
診
断
に
よ
り
失
禁
が
認
め
ら
れ

る
方
②
申
請
時
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
）　

▼
交
付
日
時
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時　

▼
交
付
場
所
＝【
田
原
地
域
の
方
】

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）【
赤

羽
根
地
域
の
方
】
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

【
渥
美
地
域
の
方
】
渥
美
支
所
市
民
生
活

課　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有
効
期

限
内
の
介
護
保
険
証
、
印
鑑
（
認
印
で
可

／
要
介
護
者
と
介
護
者
が
別
世
帯
の
と
き

は
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が
必
要
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方　

▼
期

日
／
内
容
（
い
ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）
＝

【
４
月
24
日
（
木
）】
福
祉
サ
ー
ビ
ス
【
５
月

24
日
（
土
）】
食
中
毒
【
６
月
18
日
（
水
）】

地
域
密
着
型
複
合
福
祉
施
設 

田
原
ゆ
の
里 

見
学　
▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
３
時　
▼
場
所
＝
田
原
福
寿
園　
▼
申
し

込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
田
原
福
寿

園
（
☎
27
局
０
０
０
８
）
へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
対
象
＝
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方　

▼
期
日
／
内
容
（
い
ず
れ
も
座
談

会
あ
り
）＝【
４
月
17
日（
木
）】福
祉
サ
ー

ビ
ス
【
５
月
15
日
（
木
）】
食
中
毒
（
種

類
や
対
策
な
ど
）【
６
月
19
日
（
木
）】
介

護
技
術
（
お
む
つ
交
換
や
ト
イ
レ
介
助
）

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園　

▼
申

し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
渥
美

福
寿
園（
☎
34
局
６
６
８
８
）へ
電
話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

障
害
者
手
当
な
ど
の

制
度
が
一
部
改
正

　

次
の
表
の
と
お
り
、
４
月
分
か
ら
の
各

手
当
の
支
給
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車
券

元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
を
交
付

　

平
成
26
年
度
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・

バ
ス
電
車
券
を
各
３
０
０
０
円
ず
つ
交
付

す
る
こ
と
が
選
択
肢
に
加
わ
り
ま
す
。

　

交
付
対
象
の
方
に
引
換
券
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車

券
・
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
の
交
付
を
希

望
す
る
方
は
、
署
名
の
う
え
、
引
換
券
に

記
載
さ
れ
た
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
対
象
者
＝
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
該
当
す
る
方
①
昭
和
20
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
②
１
・
２
級
の
下
肢
・

体
幹
・
視
覚
障
が
い
者
、
１
級
の
内
部
障

が
い
者
③
Ａ
判
定
の
知
的
障
が
い
者
④

１
・
２
級
の
精
神
障
が
い
者

※
詳
し
く
は
引
換
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

家
族
介
護
用
品

購
入
補
助
券
を
交
付

　

施
設
入
所
中
以
外
の
、
要
介
護
１
以
上

の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
な

ど
を
対
象
に
、
介
護
に
必
要
な
消
耗
品
を

購
入
で
き
る
補
助
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い（
偶
数
月
開
催
）

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
室
」

　

訪
問
販
売
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商

法
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
、
法
律
の

専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
、
司
法
書
士
の
利

用
の
仕
方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
／
日
時
＝
【
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室
】
第
１
・
第
３
・
第
５
金
曜
日
／

午
前
10
時
～
正
午
【
渥
美
文
化
会
館
小
会

議
室
Ａ
】
第
２
・
第
４
金
曜
日
／
午
前
10

時
～
正
午（
祝
日
の
場
合
は
休
室
）　

▼
相

談
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受

付
に
て
（
予
約
不
要
）

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７
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■特別児童扶養手当

■障害児福祉手当・経過的福祉手当

■特別障害者手当

区分 月額
改正前 4／1 ～

1級 50,050円 49,900円
2級 33,330円 33,230円

Ａ種 21,080円 21,040円
Ｂ種 15,330円 15,290円
Ｃ種 14,180円 14,140円

Ａ種 32,930円 32,850円
Ｂ種 27,130円 27,050円
Ｃ種 26,080円 26,000円



▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　

地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
過
剰
な

堆
肥
散
布
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

畜
産
事
業
を
営
む
方
は

「
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

　

県
の
条
例
で
対
象
と
な
る
畜
産
事
業
者

は
、
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
を
毎
年
、

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
事
業
所
に
は
通
知
と
届
出

書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上
②
牛

房
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を

３
０
０
０
羽
以
上
飼
育
④
う
ず
ら
を
２
万

羽
以
上
飼
育

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　

前
期
高
齢
者
（
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
）
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、
特
例
措

置
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ

て
い
ま
し
た

が
、
平
成
26

年
度
か
ら
こ

の
特
例
措
置

が
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
負
担
割
合
は
表

の
と
お
り
で
す
。

※
自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
に
更
新

し
ま
す
が
、
同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
の
方

の
国
保
加
入
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
に
な
る
方

に
は
、
新
し
い
負
担
割
合
の
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

　

こ
れ
か

ら
夏
場
に

か
け
て
、

農
地
へ
の

堆
肥
散
布

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

堆
肥
を
散
布
し
た
と
き
、
近
隣
の
住
宅

や
観
光
施
設
な
ど
か
ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
に
関
す
る
苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
平
成
25
年
は
、
悪
臭
苦
情
が
約
40
件

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
点
に
注

意
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚
濁
な

ど
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

　

十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な
い
完
熟

堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤
き
込
み
で
き

な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
天
候
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　

特
に
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に

散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分

配
慮
し
、
悪
臭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
や
汚
水
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
へ
の
医
療
費
助
成
範
囲
が
拡
大

　

４
月
１
日
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
・
２
級
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
対
象
で
あ
っ
た
精
神
疾
患
の
医

療
費
に
加
え
て
、
そ
の
他
の
治
療
に
か
か

る
病
院
や
薬
局
な
ど
で
受
け
る
治
療
・
薬

な
ど
の
医
療
費
自
己
負
担
額
（
保
険
適
用

分
）
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
３
月
31
日
以
前
に
診
療
し
た
精
神
疾
患

以
外
の
医
療
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
範
囲
＝
表
の
と
お
り　

▼
申
請
場

所
＝
保
険
年
金
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ

ー
、
市
民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）　

▼
申

請
に
必
要
な
も
の
＝
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
保
険
証
、
認
印
、
口
座
の
わ

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）、
領
収
書
（
受

診
者
氏
名
・
診
療

点
数
等
記
載
の
も

の
）、
高
額
療
養

費
（
付
加
給
付
）

支
給
決
定
通
知

書
（
国
民
健
康
保

険
以
外
加
入
者
で

該
当
し
た
場
合
の

み
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０
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■国民健康保険前期高齢者 医療費の窓口負担割合
対象 医療費の窓口負担割合

昭和19年４月１日
以前に生まれた方

これまでどおり１割

（一定以上の所得のある方はこれ
までどおり３割）

昭和19年４月2日
以降に生まれた方

誕生月の翌月（ただし、１日生まれ
の方はその月）から２割

（一定以上の所得のある方は３割）

■精神障害者保健福祉手帳1級・2級所持者
　への医療費助成範囲

区分 改正前 4／1 ～

通院
精神疾患のみ

全疾患
（病院、歯科、薬局な
どで受ける治療・薬
等［保険適用分］）入院



を
提
示
し
、利
用
カ
ー
ド
の
交
付
（
押
印
）

を
受
け
る
と
、
精
算
時
に
通
常
料
金
に
対

し
１
０
０
０
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給

付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５
局
１
２
０
５

（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方

　

就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
田
原
市
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の

届
出
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
（
い
ず
れ
も
喪
失

す
る
方
全
員
の
も
の
／
コ
ピ
ー
可
）
③
認
め

印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を
行
う
場
合
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
ど
の
健
康
保

険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
への
加
入
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な

も
の
＝
①

健
康
保
険

の
資
格
を

喪
失
し
た

証
明
ま
た

は
退
職
日

が
分
か
る
書
類
②
認
め
印
（
世
帯
主
以
外

が
届
出
を
行
う
場
合
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

協
定
保
養
所
利
用
助
成
事
業

　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

に
、
表
に
あ
る
協
定
保
養
所
を
宿
泊
利
用

す
る
場
合
、
１
人
１
泊
に
つ
き
１
０
０
０

円
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
で
、
全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊

ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
協
定
保
養
所
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み

の
際
に
「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
宿
泊
当
日
に
、
利
用
さ
れ
る
保
養

所
の
窓
口
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
書

で
納
め
る

場
合
、
４

月
～
翌

年
３
月
分

の
保
険
料
を

ま
と
め
て
払
う
と
割
引
に
な
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
１
年
分
の
保
険
料

は
毎
月
１
万
５
２
５
０
円
を
納
め
る
と

18
万
３
０
０
０
円
で
す
が
、
１
年
前
納
を

行
う
と
17
万
９
７
５
０
円
で
３
２
５
０
円

の
割
引
と
な
り
ま
す
。
お
得
で
納
め
忘
れ

も
防
げ
る
こ
の
制
度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
納
用
の
納
付
書
は
４
月
中
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
毎
月
の

納
付
書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
４

月
30
日
（
水
）
の
納
付
期
限
ま
で
に
、
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、４
月
に
国
民
年
金
の
加
入
届
出

を
さ
れ
た
方
が
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
届
出
さ
れ
た
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
１
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税TA
X

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
障
害
の
あ
る
方
が
運
転
す
る

場
合
②
障
害
の
あ
る
方
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
障
害
の

あ
る
方
の
み
の
世
帯
の
た
め
、
常
時
介
護

者
が
運
転
す
る
場
合
（
常
時
介
護
者
で
あ

る
証
明
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
申
請
期
限
＝
５
月
26
日
（
月
）

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

所在地 協定保養所名 問い合わせ先

犬山市 レイクサイド入鹿 ☎（0568）67 局 3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ☎（0594）42 局 3330

東浦町 あいち健康の森プラザホテル ☎（0562）82 局 0235

田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35 局 1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68 局 4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62 局 0100

■協定保養所一覧



固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
送
付

　

５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
と
併
せ
て
、
お
持
ち
の
土
地
と
家
屋
の

課
税
明
細
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
は

平
成
30
年
度
ま
で
延
長
し
ま
す

　

愛
知
県
で
は
、「
山
か
ら
街
ま
で
緑
豊

か
な
愛
知
」
を
目
指
し
、「
あ
い
ち
森
と

緑
づ
く
り
事
業
」
を
平
成
21
年
度
か
ら
10

年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

の
財
源
で
あ
る
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
課
税
期
間
を

平
成
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
て
導
入

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
県
内
の
森
と
緑
の
状
況
や
事

業
に
対
す
る
意
見
、要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、

こ
の
事
業
を
計
画
通
り
後
半
５
年
間
も
継

続
す
る
こ
と
と
し
、「
あ
い
ち
森
と
緑
づ

く
り
税
」
に
つ
い
て
も
平
成
30
年
度
ま
で

５
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▪
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
の
概
要

　
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」を
活
用
し
、

環
境
保
全
や
防
災
性
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
で
私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
森
と
緑
を
、
健
全
な

状
態
で
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

①
森
林
の
整
備
、
②
里
山
林
の
保
全
、
③

都
市
緑
化
の
推
進
、
④
環
境
学
習
な
ど
の

支
援
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

▪
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
の
概
要

　

個
人
県
民
税
（
住
民
税
）
の
納
税
義
務

者
の
方
に
は
、
平
成
21
年
度
分
か
ら
均
等

割
に
年
額
５
０
０
円
を
、
法
人
県
民
税
の

納
税
義
務
者
の
方
に
は
、
平
成
21
年
４
月

１
日
以
降
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
均

等
割
の
５
％
（
年
額
１
０
０
０
円
か
ら

４
万
円
）を
、「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
ご
負
担
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

◦
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
１
２
６

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
１
２
７

◦
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

　
【
森
林
・
里
山
林
】

▼
愛
知
県
農
林
水
産
部
森
と
緑
づ
く
り
推

進
室

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
４
５
５

　
【
都
市
の
緑
】

▼
愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
２
６

　
【
環
境
学
習
な
ど
】

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
13
日
、
平
成
26
年
福
江
小
学
校
区

（
福
江
・
保
美
）
厄
年
一
同
様
か
ら
福
江

小
学
校
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
、
普
通

教
室
背
面
上
ク
ロ
ス
貼
り
掲
示
板
３
基
。

▼
２
月
28
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

様
か
ら
市
制
施
行
10
周
年
の
記
念
と
し

て
、
絵
画
１
点
。
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▼
愛
知
県
環
境
部
環
境
政
策
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
１
０

国
民
健
康
保
険
税

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送
付

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１
・
２
期
分
の
納
税
通
知
書
を
、
４

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
１
・
２
期
分

の
納
付
額
は
、
前
年
の
所
得
額
な
ど
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
暫
定
の
額
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
暫
定
の
額
は
、
前
年

度
（
平
成
25
年
度
）
の
国
民
健
康
保
険
税

の
そ
れ
ぞ
れ
８
分
の
１
の
額
と
な
り
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
第
３
期
（
８
月
）

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　

４
月
期
・
６
月
期
・
８
月
期
分
の
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。
各
月
分
の
納
付
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

暫
定
の
税
額
と
な
り
ま
す
。暫
定
の
額
は
、

２
月
期
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

▪
年
税
額
の
通
知

　

年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算
定
）
し
、

８
月
に
通
知
し
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

■普通徴収

■特別徴収

※納付については口座振替が便利です。ぜひご利用ください

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定額
前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引い
た残額の各納期それぞれ1/6の税額

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定額 前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月期
の税額を差し引いた残額の各
納期それぞれ1/3の税額



 

広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～4/3木
田原福祉専門学校　卒業式

防火パレード

4/4金～4/17木
チューリップフェア
市民協働まちづくり事業補助金
事業報告会

4/18金～5/1木
アニーバーサリーフラワーなど

田原の美術　森緑翠とその仲間展

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/
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田原市の イ ベ ン ト

◉
４
月
20
日
日

第
11
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
は
な
の
き
広
場
・
田
原
文
化
会
館

内
容
▼
植
木
市
、
用
土
・
花
苗
な
ど
の
販

売
、
創
作
花
壇
展
示
、
フ
ラ
ワ
ー
教
室
、

フ
ラ
ワ
ー
作
品
展
示
ほ
か

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

22
局
３
８
１
１

◉
４
月
29
日
火
・
祝

田
原
市
文
化
協
会

春
の
文
協
ま
つ
り　

市
民
茶
会

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
池
ノ
原
会
館

茶
席
▼
１
席
３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

月
の
イ
ベ
ン
ト

5◉
５
月
４
日
日
・
祝

農
業
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
産
の

新
鮮
な
農
畜
産

物
や
花
木
の
直

売
、
模
擬
店
、
も

ち
投
げ
な
ど
／

献
血
も
あ
り

◉
５
月
11
日
日

農
業
体
験
「
田
植
え
」

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

定
員
▼
20
家
族
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
１
家
族
２
０
０
０
円（
秋
の「
稲
刈

り
」参
加
料
込
み
／

も
ち
米
２
㎏
付
き
）

申
し
込
み
▼
直
接
ま

た
は
電
話
に
て

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

4◉
４
月
11
日
金

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・（
公
財
）崋
山
会
で
は
、

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
崋
山
と
生
田
万
と
の
出
会
い

講
師
▼
崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員 

加
藤
克
己

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

◉
５
月
５
日
月
・
祝

子
ど
も
の
日
企
画
「
鎧よ

ろ
い

を
着
て
み
よ
う
」

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
現
代
の
鎧
師
が
作
成
し
た
鎧
を
着

て
、
武
士
の
雰
囲
気
を
体
験
し
よ
う

定
員
▼
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

イベント名
（市町村）

場　所
期　日 問い合わせ

花しょうぶまつり
（豊橋市）

賀茂しょうぶ園

５月下旬～
６月中旬　

花しょうぶまつり実
行委員会 （豊橋市観
光振興課内）
☎（0532）51局2430

豊川市民まつりおいでん祭
（豊川市）

豊川運動公園

5/24 土・25 日
午前 10 時～

午後５時

おいでん祭実行委員会
（豊川商工会議所内）
☎（0533)86局4101

第１４回日本チェンソー
アート競技大会

（東栄町）
東栄ドーム、グラウンド

5/31 土・6/1 日
チェンソーアートク
ラブ
☎（0536）76局1199

芝桜まつり
（豊根村）

茶臼山高原　芝桜の丘

5/17 土～
         6/8 日

（一財）茶臼山高原協会
☎（0536)87局2345

東三河８市町村の広報紙共同企画として、東三
河の観光イベントをご紹介します。

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54局1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲芝桜まつり



　森緑翠は、大正6（1917）年に東京都江東区に生まれ、昭
和5（1930）年には中村岳陵に師事し蒼野社に入門、その創
作活動を開始しました。昭和10年の院展、12年の新文展に
初入選すると昭和18年の新文展では特選を受賞していま
す。前年の17年には一采社同人、昭和22年には日展に初
入選を果たし、日展・一采社展を活動の拠点とします。
　昭和24年、持病であった肺結核が悪化し制作活動を中
断せざるをえなくなると、その翌年に蒼野社の仲間であった
中村正義や浅田蘇泉夫婦の尽力により渥美郡泉村石神

（現在の田原市石神町）にて転地療養することとなりました。
この石神での豊かな自然と温和な人たちとの交流生活に
よって、奇跡的に病気が回復すると昭和32年、豊橋市に転
居しました。再び絵筆をとることができるようになった昭和34
年の新日展で特選、翌年には無鑑査となりましたが、今まで
所属していた蒼野社を脱退。昭和36年に我妻碧宇・浅田
蘇泉・伊東隆雄・永井繁男らと白士会を結成し、以後、白
士会展を中心に出品を続けるほか、中部選抜展や中日展な
どといった当地方の展覧会を中心に活躍します。昭和52年
には白士会顧問に就任し、多くの会員たちの育成にも貢献
しながら昭和55年の豊橋文化賞をはじめ数多くの賞も受賞
しています。昭和61年、渥美町郷土資料館（現在の渥美郷
土資料館）にて開催された特別展「郷土の画人展」に出品。
平成6（1994）年には豊橋市美術博物館で「森緑翠展」を開
催するも平成11年に逝去しました。
　今回の企画展では、田原市にゆかりの深い森緑翠の作品
を近年寄贈された作品や地元に残された作品を中心に展
示するとともに、中村正義や浅田蘇泉をはじめとする白士会
創立当時の仲間たちの作品も合わせて紹介することによっ
て、それぞれの画家たちの作品世界をご堪能いただきます。

田原市博物館 ℡22‒1720   http://www.taharamuseum.gr.jp

田原市博物館・渥美郷土資料館（２館同時開催）

「田原の美術 森緑翠とその仲間展」
春の企画展

会　　場 田原市博物館 第一会場
 渥美郷土資料館 第二会場
後　　援 愛知県教育委員会
展示内容 森緑翠作品（日本画、スケッチ画等）　約30点
 蒼野社時代：中村正義、白井青淵等
 白士会時代：我妻碧宇、浅田蘇泉、伊東隆雄、永井繁男、
 道家珍彦等作品　約30点
観覧料 一般400円（320円）　小・中学生以下は無料
 （　　）内は20人以上の団体料金　※渥美郷土資料館は無料
ギャラリー 演題「恩師、森緑翠を語る」
トーク 講師：道家珍彦（元白士会委員）
 日時：4月26日（土）　午後1時30分～
 会場：田原市博物館
展示解説 4月26日（土）　午前11時～　田原市博物館
 5月17日（土）　午前11時～　渥美郷土資料館
 講師：田原市博物館　学芸員　天野敏規
 同時開催　崋椿系の花鳥画　田原市博物館特別展示室

森緑翠「鞍馬寺献燈」1976年

森緑翠「異国土偶」

森緑翠「唐 女子俑」

森緑翠「青梅」

＊休館日：毎週月曜日
  但し、5／5（月・祝）は開館、5／7（水）は休館平成２６年４月１２日（土）～５月２５日（日）開催期間

森緑翠「枇杷」森緑翠「ほおずき」
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子
ど
も
の
事
故
を
予
防
し
よ
う
！

　

子
ど
も
の
生
命
や
健
康
を
脅
か
す
原
因

の
一
つ
に
「
不
慮
の
事
故
」
が
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
の
０
～
14
歳
児
の
子
ど
も
の
死
亡

の
原
因
は
、
こ
の
不
慮
の
事
故
が
上
位
３

位
ま
で
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ

の
多
く
は
、
大
人
が
最
も
安
全
と
考
え
て

い
る
家
の
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

▪
子
ど
も
の
発
達
と
事
故

　

事
故
の
背
景
は
、
年
齢
と
と
も
に
子
ど

も
の
行
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
０
歳
児
で
は
「
窒
息
」
が
圧
倒
的
に

多
く
、
１
～
９
歳
児
で
は
「
溺
水
」
が
多

い
の
が
特
徴
的

で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
交
通

事
故
に
よ
る
死

亡
数
は
、
年
齢

と
と
も
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

▪
事
故
か
ら
守
る
ポ
イ
ン
ト

　

子
ど
も
の
事
故
を
予
防
す
る
た
め
に
、

保
護
者
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
、

安
心
・
安
全
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

防
止
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

日
常
か
ら
、
目
配
り
と
気
配
り
で
、
子

ど
も
を
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

4月6日（日）
北山クリニック ☎23局3946
ふくい眼科 ☎22局5878
すずき歯科 ☎23局0033

4月13日（日）
岡田医院 ☎37局0001
森下歯科医院 ☎32局2700

4月20日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
惣卜歯科医院 ☎45局2066

4月27日（日）
朽名医院 ☎33局0162
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
田原歯科クリニック ☎23局1626

4月29日（火・祝）
國見医院 ☎22局0756
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

月　日 当直医 電話番号

5月3日（土・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
おおかわ歯科 ☎22局4182

5月4日（日・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
赤石歯科クリニック ☎23局7300

5月5日（月・祝）
昭和医院 ☎32局3749
山内歯科医院 ☎23局1525

5月6日（火・振）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
清栄歯科クリニック ☎33局0657

5月11日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
金田歯科医院 ☎24局1800

5月18日（日）
永井医院 ☎22局0227
花井歯科医院 ☎23局1661

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ５月１０日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） ５月１４日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） ５月２０日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
５月　９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）５月１２日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

1
誤
飲
や
窒
息

◦
大
き
さ
が
口
径
39
ミ
リ
以
下
の
も
の
は
、

床
面
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
以
上
（
子
ど
も

の
手
の
届
か
な
い
）
高
い
場
所
に
置
く

2
気
管
支
異
物

◦
３
歳
に
な
る
ま
で
は
、
の
ど
に
詰
ま
り

や
す
い
も
の
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
）
は

食
べ
さ
せ
な
い

3
転
落

◦
階
段
に
柵
を
付
け
る

◦
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
踏
み
台
と
な
る
も
の（
プ

ラ
ン
タ
ー
、
新
聞
の
束
な
ど
）
を
置
か

な
い

4
溺
水

◦
浴
槽
内
で
は
滑
り
止
め
を
使
用
す
る

5
事
故
（
自
動
車
）

◦
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る

◦
車
中
に
乳
幼
児
を
放
置
し
な
い

6
事
故
（
自
転
車
）

◦
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
足

ガ
ー
ド
を
着
用
さ

せ
る

◦
目
立
つ
色
の
服
を

着
用
さ
せ
る

◦
交
通
ル
ー
ル
を
守

ら
せ
る



【特別整理期間】
中央図書館は5月27日火～30日金、赤羽根図書館は6月3日火
～4日水、渥美図書館は6月4日水～6日金まで休館

図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

4月 ▼7日月、 11日金、14日月、21日月、28日月
5月 ▼7日水、 9日金、12日月、19日月、26日月

         
　

　　　
 

水

●中央図書館
　一　般▶4月12日土～5月8日木 「きいて楽しむ　ふれて楽しむ」
　子ども▶4月12日土～5月25日日 「ものがたりのふしぎないきものたち」
●赤羽根図書館
　一　般▶4月12日土～5月8日木 「少しの時間で手作り」
　子ども▶4月12日土～5月8日木 「むかしばなし」
●渥美図書館
　一　般▶4月12日土～5月8日木 「昔懐かし昭和の香り」
　子ども▶4月12日土～5月8日木 「おかあさん」

◎こどもブックフェスタを開催します！
４月 23 日の「子ども読書の日」にあわせて“こどもブッ
クフェスタ”を開催します。

▼期間＝４月19日土～５月６日火・振祝

▼対象＝幼児～小学生
【中央図書館】

▼内容＝連続おはなし会や大画面で見る上映会、折り返す
と絵が変わるセルフ工作「不思議なマジックサークル」、不
思議な生き物が出てくる本を集めた特集展示、クイズ、ベ
ストリーダー発表など
◉問合せ先＝中央図書館☎23局4946

【赤羽根図書館】

▼内容＝読んでほしい名作おすすめ本の紹介、特別おはな
し会
◉問合せ先＝赤羽根図書館☎45局3426

【渥美図書館】

▼内容＝おはなし会ラリーや乳幼児のためのおなはし会、
図書館クイズ、おすすめコーナーなど
◉問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

◎２階新聞棚
　図書館で
取り扱って
い る過 去１
年分の新聞
がここに保
管されてい
ます。

『ハリウッド検視ファイル　
トーマス野口の遺言』
山田敏弘／著　
新潮社　916/ ﾔﾏ

「世界の医学に貢献する」を目標に戦
後アメリカで検視局長まで上り詰めた
野口恒富。数々の著名人の検死解剖を
通して見えてくる死の裏側に迫る。

『テレビの伝説　長寿番組の
秘密』
文藝春秋／編　
文藝春秋　699.6/ ﾃ

「いいとも」が終わって寂しいけれ
ど、長く続く番組には秘密がある。
国民的長寿番組のウラ話を、豪華
出演者たちが語る！
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ブレ
ーメ
ンの
音楽
隊

大き
なカ
ブ桃 太郎◦パラシュート

詳しくは、図書館
で配布している
チラシまたはホー
ムページをご覧く
ださい。



◉チャレンジ「はしではこぼう」
開催期間●4月15日火～20日日

◉キッズカーであそぼう 
遊戯室で思いっきり乗ってみよう
開催期間●4月22日火～25日金
午前中のみ
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スポーツ課☎２３局3635

❶背筋を伸ばして椅子に浅く座る。

❷椅子の上でお尻歩きで椅子の後方に移動していく。

❸同様にお尻歩きで椅子の前方に移動していく。

❹②～③を数回繰り返す。

※お尻をしっかり上げて移動しましょう。

椅子に座ったままでお尻ウォーキングをしましょう。骨盤
周りの筋肉を使うことで血行が良くなり、体調改善に繋
がります。座ったままでその場足ふみをするつもりで行っ
てみましょう。

椅子に座った
ままで骨盤ほ

ぐし

67

1 2 3

Ｑ

「市民の声」紹介
　　　広報たはらに掲載された写真を
いただくことはできますか？

◉アイデア工作
牛乳パックや空箱
を使って自由作っ
てみよう
開催期間●4月22日
火～27日日
◉おすすめＢＯＯＫ
開催期間●4月23日水～5月11日日

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

4 月のお休み

4月7日月、14日月、21日月、28
日月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

日曜日はお父さんも大活躍！

       　   広報たはらに掲載した写真は、
写っているご本人やご家族の方に、プレゼント
しています。ご希望の方は、田原市役所南庁舎4
階の広報秘書課までお越しください。
　なお、焼き増しなどで
後日のお渡しとなる場合
がありますので、事前に
電話連絡をいただけると
幸いです。

▼広報秘書課☎22局0180

お気軽にご意見などをお寄せください。

▼宛先＝〒441-3492
（住所不要）田原市役所広報たはら
　 koho@city.tahara.aichi.jp
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人身12件（40件）
負傷13人（47人）
死亡1人（2人）
物損116件（232件）

火災1件（1件）
救急144件（368件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗6件（7件）
乗物盗1件（3件）
非侵入盗10件　（15件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

2月

◉市内の犯罪・交通事故の抑止に向けて

　田原警察署では、田原市内で発生する犯罪・交通
事故の抑止に向けて、署員の職務執行能力の向上を
図るための逮捕術や拳銃操法などの訓練に日々取り
組んでいます。
　平成２６年２月末現在の刑法犯認知件数は37件
で、その中でも、特に侵入盗が増加傾向にあります。ま
た、交通死亡事故死者数も２人と緊急事態が続いて
いる状況です。
 今後も、署員が
一丸となって訓
練に励み、士気を
高め、市民の「安
全・安心」のため、
まい進していきま
すので、皆さんの
ご理解とご協力
をお願いします。 ▲能力向上のため逮捕術の訓練に励む署員

50
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94.4%

H15～H24の過去10年間の
平均貯水率

H25の貯水率

BOD（㎎/ℓ）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で  

環境保全は興味を持つことから。
暖かい日には川辺を散歩してみませんか。

●市内5河川の水質調査結果

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 11月 １月

汐川環境基準
10mg/l以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

4

今月　納税・使用料の

水道料・下水道使用料金
（２・３月分）

口座引落日

納期限

国民健康保険税
（第１期分）

介護保険料
（第１期分）

水4月 30日

金４月2５日

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

平
成
26
年
度
の
重
点
事
業
の
一
つ

「
地
域
の
安
心
安
全
の
向
上
」
で
は
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
建
築
物
○
○

○
○
化
を
推
進
支
援
し
ま
す
。

２　

今
月
の
ヘ
ル
シ
ー
ナ
○
○
○
○
応
援

ナ
ビ
は
「
子
ど
も
の
事
故
を
予
防
し
よ

う
！
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

３　
５
月
４
日
（
日
・
祝
）、
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら
で
「
○
○
○
○
○
祭
」
を

行
い
ま
す
。

４　
「
広
報
た
は
ら
」
の
紙
面
づ
く
り
な

ど
、
市
の
広
報
活
動
を
行
う
○
○
○
○

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
４
月
18
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
３
月
号
の
答
え
】
つ
く
し

（
応
募
総
数
66
通
中
、
正
解
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※4月から二人とも新一年生になります

※4月から二人とも中学生になります

平泳ぎをしている動き
がよく表れています。
顔の表情や波の表現を
工夫できました。

評 評
田原東部小学校6年

田口花葉さん

か　　な

　小野　　宏子
 先生

ボールを握る手や目に力
強さを感じます。ボール
を投げる瞬間の姿勢をと
らえることができました。

評 折り方をすぐに覚え、たくさん作れまし
た。楽しい鳴き声が聞こえてきそうですね。
   　　　　　　　　　  な　　  こえ　 　 き

    お 　　  かた　　　　　　　　    おぼ　　　　　　　　　　　　　つく

                      ふん　い　き　　　　　　　　　  ひなさま

評髪の毛を貼るのに苦労したけど、根気よく頑張
ったね。雰囲気のあるお雛様ですね。

　かみ　  　 け　　　 は　　　　　　　　く  ろう                              こん  き　　　　　がん  ば　

版画
版画

田原東部小学校6年

佐久間花奈さん

かわいくしようと思って、目玉
を茶色にしたよ。

あかね

山北保育園

酒井茜ちゃん（6歳）

大変だったけど、楽しかっ
た！面白かった！頑張った！

山北保育園

山本悠真くん（6歳）

　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　  め だま

　　　おもしろ                がんば

　 　　  はな    は

ゆう　　ま

たいへん                            たの

　　　ちゃいろ

    たの

平成26年4月1日 │　 │28本誌は再生紙を使用しています。

65,155人　総人口

32,885人　男性

32,270人　女性

21,854世帯世帯数

31人出生 59人死亡

114人転入 178人転出

－92人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成26年3月1日現在）

※増減は2月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
一
年
生
が
新
一

年
生
に
学
校
を
案

内
す
る
、新
入
学

児
童
一
日
体
験
入

学
。今
ま
で
一
番

小
さ
く
頼
り
な
か
っ
た
一
年
生
が
、

４
月
か
ら
二
年
生
に
な
る
ん
だ
と
い

う
意
識
が
芽
生
え
、急
に
背
中
が
大

き
く
見
え
ま
し
た
。不
安
そ
う
な
新

一
年
生
に
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
だ

よ
と
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
い
ま
し

た
。一
年
生
の
先
輩
か
ら
、学
校
を
案

内
し
て
も
ら
っ
た
新
一
年
生
は
家
で

ど
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。新
し
い
季
節
は
、新
し
い
こ
と

や
不
安
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

家
族
や
友
達
、同
僚
な
ど
と
小
さ
な

こ
と
で
も
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な

り
ま
す
。身
近
な
人
に
声
を
か
け
て

み
ま
し
ょ
う
。（
Ｏ
）

▼「
よ
し
や
る
ぞ
！
」と
、皆
さ
ん
も

心
新
た
に
新
年
度
を
迎
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。不
安
や
緊
張
は「
や
る
気
」

で
カ
バ
ー
し
、前
だ
け
を
見
て
一
歩

ず
つ
前
進
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

【
表
紙
の
写
真
】高
松
小
学
校
新
入
学
児
童
一
日

体
験
入
学

N
o.759  平

成
26

年
4

月１
日

号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp


